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部門 新築 建物種別 建築物（非住宅・一般部門）

建物名称 （仮称）イオン大阪ドームショッピングセンター 所在地 大阪府大阪市

用途 物販店、飲食店、その他(地域冷暖房システム) 延床面積 75,881 ㎡

設計者 株式会社大林組大阪本店一級建築士事務所 施工者 株式会社大林組

事業期間 平成23年度～平成25年度

参考図

概評

防災的役割が重要なサイトに立地する大規模商業施設において、省CO2性能を向上させつつ地区の防
災性能を高めようとする取り組みには先導性があり、大都市の関連プロジェクトへの波及につながる点を
評価した。コージェネレーションの排熱と地域冷暖房との熱融通や太陽光発電とガスヒートポンプエアコ
ン発電機を組み合わせて出力変動を安定化させる試みにも先導性がある。

『防災対応型エコストア』イオン大阪ドームSC
イオンリテール株式会社

大阪ガス株式会社
株式会社クリエイティブテクノソリューション

事業
概要

提案
概要

面的エネルギーシステムを中心とした省CO2対策と太陽光や建築設備の多種多様な省CO2対策を採用
することで、未対策店舗と比較して約40％の省CO2を実現する。また、建築設備の耐震対策や防災兼用
コージェネによる電源確保並びに冷水供給の二重化等によるエネルギーセキュリティ対策を実施するこ
とで、省CO2と防災対応を両立した「防災対応型エコストア」を実現する。

 
＜先導的提案１：分散型エネルギーと地域冷暖房

のハイブリッド熱融通＞ 

・防災兼用コージェネレーションシステム 

・コージェネ排熱のＤＨＣメインプラントへの建

物間熱融通（面的エネルギー利用） 

・建物内（自己熱源とＤＨＣ）での冷水融通 

＜先導的提案２：太陽光発電の出力変動補完に

よる合理的な活用＞ 

・太陽光パネルとガスヒートポンプエアコン発

電機との連携による出力変動補完 

＜先導的提案３：エコストアへの積極的な取組み＞ 

・建築（緑化、Ｌｏｗ－ｅガラス、日射調整フィル

ム、昼光・人間センサーによる照明制御等）や設備

（ＬＥＤ照明、外気冷房等）での省ＣＯ２対策 

・ＢＥＭＳ（見える化）によるエネルギー管理 

・テナントとの連携による省ＣＯ２対策 

＜先導的提案４：パネル展示による情報発信＞ 

・省ＣＯ２と防災対応を両立した「防災対応型エコ

ストア」の情報発信 

・大阪ガス新情報発信拠点（計画中）との連携 

 
コージェネ分散設置による各建物での電源セキュリティ向上 

ＤＨＣ導管を中心とした分散型エネルギーの余剰排熱有効利用 

ＤＨＣ供給と余剰排熱融通の最適化 


